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1. 目的

かつて隆盛を誇った稚内港を拠点とする沖合底びき網漁業は、昭和 52年のロシア

2 0 0海里制定により減船が続き、地域経済への甚大な影響力を伴って衰退する一方

となった。

その後、平成 3年にロシアサハリン州ネベリスク市の漁業コルホーズ団体と合弁企

業を立ち上げ、悲願であった、ロシア西サハリン海域での自船曳き操業を実現するに

至ったが、ロシア政府の度重なる法律改正も起因して、その事業も平成 14年に幕を

閉じた。

近海操業のみとなり、厳しい状況下に陥りながらも、いち早く自船操業からプール

操業への取り組みに着手、燃油高騰時も減速航行による燃費削減対策を講じるなど、

その都度、局面を打開してきたが、近年の漁業資材の高騰、魚価の低迷、さらには

漁船の老朽化も深刻な状況にあり、基幹産業としての地域経済への影響も踏まえ、早

急な対策が急務となっている。

このため、最北の地ながらの日本海、オホーツク海双方の前浜資源を有効に利用し

主要漁獲魚種のホッケの鮮度保持対策、カレイ類の船内活〆流通など、加工業等と一

体となった新たな展開を構築、漁業生産コストの削減も伴った沖合底びき網漁業の経

営改善を図り、地域経済に貢献すると共に、当地区沖合底びき網漁業全体の活性をも

図って行く 。

2. 地域概要等

( 1 ）沖合底びき網漁業の概要

稚内における沖合底びき網漁業は、 1 6 0トン型動力漁船を使用しており、その内

1隻がオッターボードによる 1般曳きトロール船（通称 オッター船）で、 6隻が樽

を用いたかけ廻しトロール船（通称 かけ廻し船）である。

各船の船齢は、表 1-1に示すとおり、船齢平均が 22年と老朽化が進んでおり、

うち、 1隻は船齢 32年になろうと

している。

乗組員は、オッター船が 15名、 ｜ 

かけ廻し船は 18名程度乗組み、合計 ：

1 2 0名が漁業に従事している。

( 2 ）沖合底びき網漁業を取り巻く環境 ｜

当地区は、日本最北に位置し、北は ｜

ロシアサハリンを望み、西に日本海、
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は恵まれている。

そのため、得てして広域な漁場を自由に操業しているように思われがちだが、その

実態は、沿岸漁業との漁場調整、ロシア海域に隣接している事も含め、限られた制約

の中での操業を強いられている。

この狭隆な海域であるがゆえの幾多の障害はあるが、内外を問わず相互扶助の理念

に基づき、調整や協議を適時に重ね、今日に至っている0

．操業の制約

1 ）休漁

①乗組員との労働協約に基づく年間 35日間の休漁



②日本海禁漁期間の設定 6月 16日

～9月 15日（ 3ヶ月間）

③オホーツク海結氷期の自主休漁（ 2

月 10日～ 3月 10日を 1ヶ月とし

て前後 15日を含む45日間）

2）協定等（沖底禁止ラインの沖側で

操業する沿岸漁業者との協議）

①日本海側 ：宗谷、利礼海域たこか

ら釣り縄漁業者と沖合底びき網漁

業者との協定会議等、協定、取り

決め含め 5件

②オホーツク海側：オホーツク海第一次協定会議等、協定、取り決め含め 6件

3）スケトウダラ日本海北部系群の資源管理計画について

平成 19年 3月に公表された資源回復に基づいて実路されていた漁獲努力量削減措

置について、資源管理指針及び資源管理計画に移行し、引続き資源管理措置の継続

実胞が求められている。

( 3 ）沖合底びき網漁業の主要漁獲物

当地区での主要漁獲物は、ホッケ、スケトウダラ、イカナゴ、カレイ類等になって

おり、その中でホッケの漁獲については、平成 21年 1月～ 12月期において、魚価は

例年より低かったものの、漁獲数量で34' 0 0 0トンで全国 1位の実績となった。

平成 21年～ 23年 の 沖合底ぴき網船主要漁獲物内訳
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ホッケの生産は、過去 3カ年（H20年～ 22年）平均でパラ 86%、函物 14%の割合

で、平均価格は 62. 8 7円となっている。（P1 4参照）

稚内市内の買受人は45社で、加工業者と小売業者に区分され、その内の 34社がホ

ッケを取扱いしている。
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扱い量の 7割は加工業者で占め、すり身原料となるパラ及び函物の取扱をしている。

函物の用途は、有頭生冷市外送り、無頭鮮魚市外送り、 一夜干し開きも含めて自社乾

物加工製品用など、多岐に亘る取扱い用途となっている。

小売業者は、市内店舗での鮮魚販売を主として函物を扱い、店頭販売の有頭ホッケを、

購入希望者用途に合わせ無頭、内臓取り出し等の前処理をする店舗も数件ある。

（平成 23年北海道水産現勢他）
韓 問 檀 船 調 車 協同組官所属沖1芭船による平鹿市 3年から23年窪田ホッケ揖壇融量＆U:壷副植棒聾
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数量を占め、 10' 0 

0 0トン台で推移して

いる。漁獲時期は、ホ

ッケがほぼ周年である

のに対してイカナゴは

6月～ 9月が漁期で、

その用途は、大型の養
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しかし、現状では新たな用途を開発するため食用としての付加価値対策が徐々にで

はあるが進められている。
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カレイ類については、地域性とカレイの好漁時期を組み合わせる事により、多種のカ

レイを漁獲可能としている。

上場する荷姿は、カレイの種類により異なるが、大別して魚体が大きい全長25 cm 

以上のカレイは SKg×下氷発泡詰め、その他の魚体の小さい物は、 15Kg×上氷

鋼函詰めとしている。
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(4）稚内市内漁業種別概要

稚内市内には、沿岸漁業協同組合 2組合と沖合底びき網漁業を主体とする当組合の

3組合が現存しているが、 3組合ともにそれぞれの特徴を持ち、漁獲物においても競

合する種類が限られているため、バランスの良い協調性を維持している。

その中にあって、当地区の沖合底びき網漁業漁獲物においては、平成 18年から平

成22年とした 5年間の総量で 55%という高い比率で全体を占めている。

この数量は、沖合底びき網漁業の特徴を良く表しており、動物性タンパク質供給源

となる、すり身加工用のホッケ、スケトウ夕、ラを効率よく漁獲し提供している結果で

稚内市基幹産業との位置づけの所以である。

このホッケ、スケトウダラは、市内に加え紋別地区のすり身加工業者へも一部原料

として陸送されている。
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3 計画内容

( 1 ）参加者等名簿

（北海道機船漁業地域プロジェクト協議会）

分 野 別 機 関 名 役 職 役職

行 政 北海道水産林務部水産局 水産局長 小野寺勝広

（社）全国すり身協会 理事長 北上誠一

流通加工

（株）オリエンタルフーズ 取締役 村田 守

（冗コープさっぽろ 理事）

学識経験者 北海道大学大学院水産科学研究科 准教授 宮津晴彦

金融機関 （株）日本政策金融公庫札幌支店 農林水産事業統轄 堀口幸利

経 ρ凸三Zふ 一般社団法人中小企業診断協会北海道 代表理事 笹山喜市

北海道機船漁業協同組合連合会 代表理事会長 山田邦雄

漁業団体

一般社団法人北洋開発協会 代表理事副会長 風無成一

（稚内地区部会）

分 野 }jlj 機 関 名 役職 役職

行 政 稚内市建設産業部 副部長 日向寺和裕

流通加工 稚内地区水産加工業協同組合 代表理事組合長 中陳憲一

稚内機船漁業協同組合 代表理事組合長 風無成ー

漁業団体

稚内機船漁業協同組合 専務理事 葛西英裕
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( 2 ）改革のコンセプト

①生産に関する事項

．省エネ型新船の建造

燃油等資材価格の高止まりによる厳しい経営環境下においても、沖合底びき網漁業

を存続させるため、計画する沖合底びき網漁業は被代船と同規模とし、抵抗の少な

い船体、船型に低抵抗型船底塗料や推進効率の優れた大口径プロペラに SGプロペ

ラを採用した省エネ型新造を建造し低燃費操業を実践する。

－漁獲物の付加価値向上

消費者の幅広い噌好に対応出来る様、販売、加工しやすい高付加価値な魚を提供す

る。また、今後生産の向上に寄与出来ることを目指して取り組む。

稚内の主要魚種はホッケ、スケトウダラであるが、今回は、ホッケ、イカナゴ、カ

レイをターゲットにした取り組みをする。

ホッケ：底びき網漁法は、漁獲する組成が多様であるため、漁獲された魚を全て選

別して出荷する事は不可能であり、ホッケについては、主にすり身向けと

して、通称モッコで荷揚げし、バラのままトラックで出荷をしていた。

このため、魚体の鮮度、腹キレ等の状態があっても多少黙認されていた。

また、稚内地区では鋼製の魚函を使用しているが、これについても鮮度保

持の面で検討をする余地があり、これらを改善するために、魚槍の一部を

活性化冷海水水槽にし、尚且つ改良した角目の網地による、魚体に圧迫圧

が掛からないカートン型のものを作成し荷揚げを行う。

イカナゴ：もっぱら通称もっこで荷揚げ、 トラックでそのまま出荷をしていた。

食用としての付加価値対策を徐々にではあるが実施している。

但し、鮮度を保持するためとして、下氷発泡詰め方法があるが、経費コス

トが高くなり、またそれに見合うだけの値段が出ない事もあり、通称もっ

こ揚げされたイカナゴから鮮度の良い物を選び出して食用としているのが

実状である。

これらの改善方法は、ホッケと同様とするが、魚体が違うため、ホッケと

は違う角目の網地を製作する。

カレイ：生食に対応するべき素材（おおむね 20 cm以上）は、洋上にて活〆にして

活性化冷海水水槽の中で血抜きをして出荷をする。

1 6 0トン型沖合底びき網漁船の大きな特徴といえる、 二層甲板での作業

であるため、高温多湿な真夏の炎天下でも陽射しの影響を一切受けること

なく、鮮度を維持しながら活〆作業が行える。

－居住環境及び作業上の改善

船員室、船員食堂の総面積を被代船より大きくとる事により、船員一人当たりの専

有面積を広くし、居住環境の改善を行う。また、 活水調律器装置の導入により活性

化した海水を使用し漁獲物処理場を清掃する事で衛生的な製品の製造を行う。そし
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て、漁獲物処理場内の外板腐食予防として取外し式保護板を設置し、さらなる衛生

面の強化を行う。

これらの事を行うことにより、総合的な住居環境と作業上の改善を行う 0

．活水調律器装置装着

活水調律器装置を装着する事により、魚槍、作業甲板、荷役用カートン等を洗浄し、

活〆魚等の衛生面、品質の向上を図る 0

．安全性の確保

抵抗の少ない船体船型は船幅の拡幅により十分な復原性も兼ね備えた安全強化型と

して計画されており、船体の安全性を高めるとともに、甲板作業の安全を確保する。

②流通・販売に関する事項

－改革型漁船による新たな荷揚げ方式の導入を図る

－ホッケの販売方式は、現在のところ

バラ物と函詰めによる出荷としている

が、買受人から活性化海水処理された

ホッケの取扱いについて要望があった

ことから、改革型沖合底びき網漁船に

よる魚槍に設置した荷役用角目モッコ

と陸上タンクでの荷受け方式により、

活性化処理され高鮮度なホッケを荷揚げ

誹 Yイ－t-'f"耳亘E王子干il
三甲（サンコー）

ジャンボックス＃1000

・圃圃・・・
『司興事事事

...特長
全面がベう芦田の多目的通箱です。
・有効内寸（mm):
1560 x 1080 x 575 
．内容量（L)
1010.0 
・材質
pp 

・形状
底面SG（その他）
．色
BL（ブルー）・9イプ
ボックス
．外寸（mm)
1700X 1240×730 
．内寸（mm):

1580×1100×590 
・圧縮荷量（kN[kgf])
620.3(63300) 

し現在すり身向け及び乾物加工製品等に仕向けされている分に加え、惣菜向け加工

原料及び刺身用としての用途拡大を行う為、加工流通業者と一体化し販路の拡大を

図る。

－イカナゴについても、ホッケとは違う荷役用角目モッコによる陸上タンクでの荷受

け方式を採用し、鮮度が良く、鮮度保持コストが軽減された食用イカナゴの拡大を

図る。

－活性化した冷海水で血抜きされた高鮮度活〆カレイについて

従来の販売方式に検討を加え、定時セリ時間を見直し、入港後直ちに出荷可能な体

制作りを構築し、差別化を図った、安全安心な稚内産高鮮度生食刺身用カレイとし

ての販売向上を図る。

③資源管理の取組に関する事項

－スケトウダラ日本海北部系群について、自主的資源管理措置として平成20年から

実施していた年間総操業隻日数 20%削減措置を更に削減する強度資源管理に参加

する。
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(3）改革の取組内容
大事項 中事項 現状と課題 取り組み記号、取り組み内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に関す 燃油消費量の 船齢が最大で32年を経 A 省エネ型新造の建造 共通船型による建造コスト晶の 資料1 【改革型の一般配置図】
る事項 削減 過している船もあり全体 同一船型（160トン） 共有化によるコストの削減 資料2 【従来船と改革型漁船の

に25年以上経過船が多 の比較】
く修繕費もかかり、航海 同一仕様なので今後設計費等の
の安全性、船員の労働 コストを削減できる
負担の増加。魚の鮮度
低下等，多岐にわたり改
善の必要がある。

B 高性能なスリムな船体船型 燃油消費量を9.50%削減 資料3 【改革型沖合底曳網漁
船の省エネ設備】

資料4 【省エネ設備①）高性能
なスリムな船体船型）】

523.2KI×9.50%×84,600円

=4, 205, 000円

c 低抵抗船底塗料の採用 燃油消費量を3.73%削減 資料3 【改革型沖合底曳網漁
船の省エネ設備】

資料5 【省エネ設備②（低抵抗
523.2KI×3.73%×84,600円 船底塗料の効果と原

=1, 650, 000円 理）】
ム600,000円（塗料費用）

=1, 050, 000円

D SGプロペラの採用 燃油消費量を2.60%削減 資料3 【改革型沖合底曳網漁
船の省エネ設備】

資料6 【省エネ設備③（SGプロヘ。ラの
523.2KI×2.60%×84,600円 特徴と効果）】

=1, 150, 000円
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改革の取り組み
大事項 中事項 現状と課題 取り組み記号、取り組み内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に関す 居住環境の 寝室の総面積を1.4倍に広く 快適な居住空間が実現できる 資料7 【居住環境及び作業改善の
る事項 改善 する事で船員一人当たりの専 ポイント】

E 
有面積を広くする。

船員食堂の総面積を1.5倍 快適な居住空間が実現できる
に広くする事で船員一人当た fl 

F りの専有面積を広くする

作業場の環境 海水洗浄だけなので、 活水調律器装置を導入し活 船内衛生管理の向上により衛生面 資料10【活性化海水の使用】
改善 船内に魚の臭い等が 性化海水による清掃 での効果が高まる 細菌の発生が抑えられる

残っている。 衛生的な製品の製造
G 

漁獲物処理場外板に腐食予 資料10 【活性化海水の使用】
防として取外し式保護板の取 fl 細菌の発生が抑えられる
り付け 衛生的な製品の製造

H 

安全性の確保
ー一合干一一一一 一

船幅の拡幅により十分な復元 安心・安全な操業が行える。 資料8 【船舶の安全性の確保】
性も兼ね備えた安全強化型と
して計画されており、船体の
安全性を高めると共に、甲板
作業の安全を確保する。
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改革の取り組み
大事項 ｜ 中事項 ｜ 現状と課題

生産に関す｜高付加価値に｜市場、流通加工業者
る事項 ｜関する事項 ｜は、鮮度の良い、きれ

（ホッケ） ｜いな魚を求めている
現状：
①衛生面
・モッコ洗浄が海水
洗浄だけとなって
いる

②バラ物モツコ方式
－魚鎗保冷時に氷が
満遍に行き渡らな

．モッコによる荷揚げ
の際、魚体が損傷

③鋼函保冷方式
－過剰な積込により
魚体が潰れる

－上氷保冷方式のた
め側面の保冷が行
き渡らない

高付加価値に｜現状
関する事項 ｜①鮮度面
（イカナゴ） ｜ ・現状のモツコ方式だ

J 

K 

と、魚鎗保冷時に氷
が満遍に行き渡らな
ぃ IL

②費用面
・函詰め、発泡詰めに
よる経費負担が、価
格に反映されない。

高付加価値に｜魚体のサイズ別に発泡
関する事項 ！の箱と銅製の函にて出
（カレイ） i荷をしている

M 

取t)租み記号、取り組み内容

エンジン関係を除く船内で使
用される海水は、すべて活性
化海水を使用する。
・活水調律器装置の設置。
－冷却海水を多量に作るため
の冷凍機の設置。

－船槍に活性化海水冷却水槽
の設置

－荷揚げ用モツコの改良

－荷揚げ用もっこの改良
－荷役受入れ用タンクの整備
．活水調律器装置の設置。
開ホッケと併用の活性化海水
冷却水槽の設置

見込まれる効果 効果の根拠

－活性化冷却水槽内で保冷するので｜資料9 【漁獲物の付加価値向上】
鮮度維持がアップし、魚体の損傷｜資料10 【活性化海水の使用】
が大幅に軽減される。 i操業場所から帰港するまで、低温

・漁獲されるホッケは、多様な生体 ｜冷却水槽内で保管をする。
組成魚なので、すべての魚をそ ｜船内の魚槍肉、魚の処理作業する甲
れぞれの巨的にあった幅広い用 ｜板、荷揚げ用カートン、従来のモツコ
途に利用でき、販売先も拡大で ｜等、全てを活性化海水で洗浄、清掃等
きる。 ｜を行う。

タンク利用による費用面は、鋼函
利用に比べ、大幅に軽減される。
※1,000Kgあたりの費用対比

魚函の場合（1函16Kg詰め）
16Kg×100円キ6,250円／1t

タンクの場合~00円／ 1t
ム3,750円／1t

資料11 【省力化底びき漁船イメーシ1
資料12 【荷揚げ上場方法】
従来とは全く異なる角目の網地を使用
したもっこで荷役をするので魚体が圧迫
されない。

晶 画調
＇~~－tai 千三

－餌としての需要の他、食用として ｜上記同様に
の販路拡大が見込まれる ｜資料11 【省力化底曳網漁船イメーシ1

・鋼函、発泡詰めとした経費を大幅｜資料12 【荷揚げ上場方法】
に軽減できる。 ｜を参照

－活〆用水槽の設置 卜高鮮度生食用として提供できる 資料13 【船上活〆方法聞手JI慎】
・漁獲後直ちに〆て活性化海卜価格のアップが見込まれる
水槽内で血抜きを行い、発
泡詰めとして上場。
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高度鮮度保持が見込まれて美味しさ
につながる等、魚の品質が向上して、
刺身等の生食に適している。



改革の取り組み
大事項 ｜ 中事項 ｜ 現状と課題

流通販売 ｜高付加価値に｜陸上国内すり身として
等に関する｜関する事項 ｜生産販売されるすり身
取り組み ｜（ホッケ） ｜の品質向上と、惣菜加

エ製品としての市場開
拓

高付加価値Iこ｜食用としての販売では
関する事項 ｜鮮度面で無理がある

N 

（イカナゴ） ｜鋼函、発泡詰めとした IO 
場合、価格面が仲買人
と折り合わない。

富1寸加価値に｜ほとんどが、惣菜加工
関する事項 ｜向けであるが、刺身市
（カレイ） ｜場の拡大を図る IP 

資源管理 ｜スケトウダラ
の取組み ｜日本海北部
に関する ｜系群の強度
事項 ｜資源管理

資源囲復計画開始以
降、資源の減少にある
程度資源の歯止めがか
かり産卵親魚の保護に
も効果があったとの評 10
価がされている

取り組為言百害二取可組瓦丙谷 見込まれる効果 効果の根拠

リフトで搬送可能な荷役用タ ト入札時、セリの時でも仲買人が ｜資料14【船内魚鰭保管から陸上施設
ンクの整備 ｜広範囲に魚の鮮度の状態を確 ｜ までの搬送図式】

認できる0

・函詰めによる、魚体の潰れ、損 ｜ ｜※畑1出品め 上内冷えやすい函

傷状態や1函ごとの魚体鮮度を
細かく目視する必要が無くな

リフトで搬送可能な荷役用タ
ンクの整備

る0 ナl瞳・魚体の損傷が軽減され、高鮮度
な魚を提供する事が可能となる。

①鋼函詰めの場合
平均＠101.75円／Kg

②パラの場合
平均＠ 38. 88円／Kg

、CJ--
陸よタンク方式の場合

平均＠59.00円／Kg

買受人自社工場での用途に合わせ
た選別が可能に

－入札時、セリの時でも仲買人が広
範囲の魚の鮮度の状態を確認し
やすい。

－従来ほど保管、保冷コストが掛か
らない。

保冷が行き届かず
緩慢になる部分

1トン結め陸上告ンク

資料14 【船内魚槍保管から陸上施設
までの搬送図式】

低温冷却水槽内で保管をするので、
鮮度が良く、食用としても利用可能。

入札、セリ等の時間等販売方｜生産者→仲買人→消費者までの流｜資料13 【船上活〆方法・手順】
法を再検討する。 ｜通時間の短縮ができるので、新たな｜高度鮮度保持が見込まれて美味しさにつ

消費市場の開拓に繋がる。 ｜ながる等、魚の品質が向上して、刺身等の
生食に適している。

蚕源回復計画開始i瓦降実施 l・2012年級群については2012年に
していた年間総操業隻回数を ｜実施された資源評価において、
更に削減する強度管理計画 I2006年級群並みの加入が期待
に参加 ｜されている。
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資源尾数、親魚量とも増減はある
ものの、 2012年級群が親魚に加
入する2016年度には2012'年を
上田る水準に回復すると予測して
いる。

水産総合研究センター北海道水産研究所
による資源管理等将来予測の検証



(4）取り組みの費用対効果

①燃油消費量削減に関する取組の効果

燃油消費量削減に関する取組B、C、Dの実施には合計で 1'0 0 0千円の導入

コストが必要となるが、これらの取組によって下表の通り年間 7' 0 0 5千円の

燃油費削減が見込める。そのため、約 1. 7ヶ月で投資資金の回収が可能である。

表：燃油消費量削減改革案による効果の試算

取 事且 低抵抗型船底塗料 s Gプロペラ

a.導入コスト 。 1, 0 0 0 

b.取組によるプラス効果 燃油費削減

c.取組による費用増加 現状と変化無し

純効果（b-c) （年間）

投資資金の回収に要する年数 約 1. 7ヶ月

注）算出根拠

・現状… 52 3. 2 KL C前年度被代船の実績より）

－年間使用燃油代… 44,263千円（前年度被代船の実績より）

・燃油単価… 84,600円／KLC前年度被代船の実績の平均）

• b.プラス効果…約 15. 83%燃油の削減効果により、

単位：千円

計

1, 0 0 0 

7' 0 0 5 。
7' 0 0 5 

0. 1 4 

5 2 3. 2 KL×15. 83%×84, 600円＝約 7' 0 0 5千円

②漁獲物の付加価値向上に関する取組の効果

漁獲物の付加価値向上に関する取組J、K、L、Mの実施には合計で 3' 9 5 0 

千円の導入コストが必要となるが、これらの取組によって下表の通り年間 10' 

2 0 0千円の水揚げ金額の向上が見込まれる。そのため、約 4.7ヶ月で投資資

金の回収が可能である。

表：高鮮度化改革案による効果に試算 単位：千円

取 高且 活〆用冷却海 活〆用 活水調律器 計

水用クーラー 簡易水槽 装置

a.導入コスト 1 ' 5 0 0 6 0 0 1, 8 5 0 3' 9 5 0 

b.取組によるプラス効果 10, 200 

c.取組による費用増加 メンテナンス費用 1 0 0 

純効果（b-c) C年間） 1 0, 1 0 0 

投資資金の回収に要する年数 約4. 7ヶ月 0. 3 9 

注）算出根拠

• b.プラス効果…本編 16頁「沖合底ひ、き網漁業改革計画算定基礎」参照
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( 5 ）改革の取り組み内容と支援措置の活用 との関係

①漁船漁業構造改革総合対策事業の活用

取組番号 事業名 改革の取り組みとの関係

A～ Q もうかる漁業創 160トン型省コスト漁船による省エネ、船

設支援事業 舶の安全性、より安全、安心して食べられ

る魚の提供、高付加価値で収益性の向上を

目指した実証試験を実施する。

－活性化冷海水水槽の設置

－活〆用の活’性化海水水槽の設置

－船内、モッコ、荷役用カー トン等の滅菌

洗浄

－上記の対応できる活性調律器装置設置。

－上記の対応できる冷凍機、設備の設置。

－荷役用角目網地使用のカー トン使用

－荷役用陸上タンク設置、使用

－船名未定丸

－総トン数 ： 1 6 0トン

( 6 ）取組のスケジュール

①工程表

事業実施者

稚内機船漁業

協同組合

取組 記 号 ／ 年 度 2 5 2 6 2 7 2 8 

A～ D （燃油使用量の削減）

E、 F （居住環境改善）

G、H （作業場の環境改善）

I （安全性の確保）

J～M （付加価値の向上）

N～ p （流通 ・販売）

Q （資源管理計画）強度の取組み

②改革取り組みによる波及効果

実施年度

平成25年度～

平成27年度

2 9 

‘ -
a‘ 
r 

・．， 

a‘ 
r 

a‘ ， 

‘ r 

・．-

・高品質な生鮮魚の流通により、消費者に安心 ・安全な食材の供給が出来る。

・漁業経営の改善が進むことで、後継者 ・乗組員の担い手が育成され、稚内地域の基

幹産業である水産加工関連産業の持続的発展が期待できる とと もに、水産業と同様

に地域の重要な産業である、造船・機械 ・運輸 ・漁網漁具資材等の関連産業の振興

に寄与できる。

・省コスト ・高付加価値への生産 ・流通改革の取り組みにより、漁業生産者と水産流

通加工関連産業が一体となった改善が期待できる。
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4.稚内における沖合漁業の展望

現状と実証事業の比較

※ホッケについて

ホッケは 86%が陸上すり身、残りが塩干素材として一部地元で加工されているが、

その内、バラ物として扱っていたすり身用ホッケを活性化冷海水水槽内で鮮度保持を

行う事により、すり身用としてだけの用途から、生食用や惣菜向けの素材として、用

途が広がる事が期待できる。

更に、現状の函物の平均価格とパラ物の平均価格の差違は、ホッケのサイズに伴う部

分もあるが、モッコ擦れ、鮮度の低下による影響も大きく、これらの条件をクリアで

き、あらゆる用途に利用可能なホッケを提供することにより、価格面でも函物により

近い単価が期待できる。
※4月～翌年3月

ホッケ
函 物 金 額

函 数 数量（Kg) （円）

平成20年 266,564 3 987 534 490,317, 194 

平成21年 281,617 4,209,229 363,964,818 

平成22年 229,441 3,439,423 329,688,730 

f'ヨ、苦ロt 777,622 11,636, 186 1,183,970,742 

3年平均 ＼＼＼  3 878 728 394,656,914 

｜比率｜ 14% 

※イカナゴについて

A ※4月～翌年3月

平均単価 1¥ フ 金 額

円／Kg 数量（Kg) （円）

122.96 28,534,841 ↑，031,574,928 

86.47 28,996,554 934,963,494 

95.86 13,592,876 798,974,795 

71,124,271 2,765,513,217 

101.75 23,708,0901 921,8 

I [ 86% 

B 

平均単価

円／Kg

36.15 

32.24 

58.78 

A-8 

函平均
一Jfラ平崎

86.81 

54.23 

37.08 

養殖魚の餌としての限られた用途しかないイカナゴの食用としての製品化は既に進め

られているが、 活性化冷海水水槽内で鮮度保持を行う事により、従来型の保冷方法の

下氷発泡詰めとした経費コストを下げる事が可能なうえ、高鮮度な食用としての用途

が期待できる。

※カレイについて

沖で漁獲後直ちに活〆をして、 活性化冷海水水槽で処理され、保冷箱で鮮度保持して、

高品質な刺身素材として提供できる数量を増加させると共に、価格UPを狙う。

これについては、今のところ 1隻で行うことになるが、実証実験の結果次第では、各

船にも波及して供給量が増加すれば新しいマーケットが出来る可能性も期待できる。

※漁業のコストについて

現在稼働している船舶は最も高船齢の 31年以上 1隻を筆頭に 25年経過船3隻20 

年経過船3隻である。ゆえに現在の新しい船と比較するとかなり高コストな経営を行

っているのが実情である。尚且つ、現状改革ができなければ安全性にも影響を及ぼし、

漁業の継続も危ぶまれる。

現在の省エネ、省コストの船型、機械等での稼働が実現すれば、経営の安定化につな

がり・環境にも配慮がなされ、より業界イメージの向上になることは必然であるし、

それに努力していくのが使命である。以上改革型漁船が導入されて、実証された成果

に基づき進むことができれば、業界の経営安定・向上が図られ、地域の発展に大きく

寄与出来るものと思われる。
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( 1）収益性改善の目標

（単位：水揚量はトン、その他は千円）

項 目 現状 改革1年目 改革2年目 改革3年目 改革4年目 改革5年目

収
水揚量 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200 

入
水揚高 314,000 324,200 324,200 324,200 324,200 324,200 

人件費 143,823 146,028 146,028 146,028 146,028 146,028 

燃油代 38,610 32,509 32,509 32,509 32,509 32,509 

修繕費 22,000 8,000 8,000 18,000 8,000 8,000 

支 漁具代 15 000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 

保険料 6,900 4,600 4,000 3,300 3,800 3,800 

出 販売費 25,994 26,606 26,606 26,606 26,606 26,606 

一般管理費 24,623 24,623 24,623 24,623 24,623 24,623 

消耗品 20,000 20,600 20,600 20,600 20,600 20,600 

【支出計】 296,950 277,966 277,366 286,666 277,166 277,166 

償却前利益 17,050 46,234 46,834 37,534 47,034 47,034 

償却前利益累計 一 46,234 93,068 130,602 177,636 224,670 
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［沖合底びき網漁業改革計画算定基礎）

水揚 げ高 対応魚種の過去3年間の平均漁獲を基に算出、 10,200千円の増加。

ホ ツ ケ 魚槍の中に活性化冷海水水槽設置高鮮度保持方式を導入する ことによ
り従来船前年度比較2,600トン出荷の内14.5%、378トンを対応7,560千
円の増加を見込む
内訳：

6トン水槽×3基×70出＝12. 6トン×20円／kg価格upで×30航海
7, 560千円の増

イカ ナゴ 魚槍の中に活性化冷海水水槽設置高鮮度保持方式を導入する ことによ
り従来船前年度比較l,300トン出荷の内29児、 378トンを対応l,890千円
の増加を見込む
内訳：

6トン水槽×3基×70%=12.6トン×5円／kg価格upを見込×30航海
1, 890千円の増

カ レ イ 新たに活〆用活性化冷海水水槽を設置して、活〆により付加価値を高
めることにより、年間750千円の増加を見込む。
内訳：

2トン水槽×2基＝500キロ ×50円／kg価格UPを見込×30航海
750千円の増。

人 件 費 従来船より 10,200千円増の水揚げになるので、歩合金が2,205千円
増加する。 販売手数料

歩合金増加額 (10, 200千円－ 612千円） ×23%=2,205千円

燃 f由 費 省エネ船型、省エネ機関、同推進装置等で、燃料費削減により
年間15.83%削減出来る。
過去3年間の燃油費の平均×15.83%削減見込数字を乗じて算出する。

修 高善 費 新船により大幅な削減が見込める。

漁 具 費 従来通り見込む。（漁具の変更はしないで従来仕様で対応する）

保 険 料 船価により試算

販 7τ土E~ 費 水揚金額の増加により市場手数料の増加を見込む
（販売費の内訳： 市場手数料、氷、魚函代、運賃）

一般管理費 現状並みを見込む

( 2）次世代建造の見通し（償却前利益は改革 5年の平均値を基に算定）

償却前利益

4 4. 9百万円

次世代船建造までの年数 船 高
山

raq－－ 

× ＞ 
1 3年 5 8 0百万円
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5. 改革 計画作成に係るプロジ ェ ク ト 活 動 状 況

実施 期 間 協議会・部会 活動内容 ・成果 イ賄 考

平 成 20年 3月 26日 地区部域会プ設ロ置ジェクト稚内地 i 1 l官官事マに つ い て~ 、の部 行長に職つ務い代て行の選出に

ついて
稚内地区として、地区部会を設置した。

平 成 24年 1月 27日 地区部域会プロジェクト稚内地 ~ ~ j警雪景堅議案議長室襲警護担つい

13 ~i－~~~！：る計画素案報告蓄4 さ たのと。 めて 後の進め方について

平成 24年 4月 11日
稚の（素於内案地．事機区前船部協連会議合改会革）計画書

( l) ii~l~~＆ti!JJli 
平 成 24年 5月 30日 地区部域会プロジェクト稚内地 ( 1 ）生産・販売の 改 革 （ 案 ） に つ い て

買受人代表者との協議

平 成 24年 6月 14日 稚第内2地団区地部域会プロジェクト ( 1 ）稚画内（案地）区承部認会プロジェクト改革計

平 成 24年 7月 26日 北ジ海ェ道ク機ト協＼議漁会業地域プロ
( 1) r I内諮地区る時会プ奇襲主義晴著書
( 2 ）量 稚毒 ロジェクト改革計

画 （ 案 ） を協議策定

平 成 25年 5月 31日 北海 道 機 船 漁 業 地 域 プ ロ

ジェクト協議会 改革計画の一部変更

（各委員への説明）
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参考資料（変更関係）

資料No.

資料3一②

平成25年8月 1日

北海道機船漁業地域プロジェクト協議会

①スケトウダラ日本海北部系群の資源管理の状況について

②北海道沖合底びき網漁業におけるスケトウダラ日本海北部系群の漁

獲量および隻数の推移

＠活水調律器装置の装着による漁獲物の付加価値向上及び居住環境・

作業上の改善について



スケトウダラ日本海北部系群の資源管理の状況について
（平成24年 11月29日開催、日本海・九州西広域漁業調整委員会・日本海北部会資料抜粋）

5. 資源管理措量

( 1）.回復計画以前から実施していた措置
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んでいる。（2）②参照目

_(2）°資諒回復計画から実施した措置

措置 内容 平成2_4牛度の実施状担－

びき網漁業. . 

欝襲撃議室主
現在漁期開始時期であり、左欄の措章に取り担
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｜地区名 ｜北海道自本海地区

(1）自主的管理措置

資源管理指針に基づき、下署員に示した措震に重点的に取り組む。

対象魚種 国指針項目 自主的管理措置 公的制限 櫨認周提出資料

小糠機船・市漁業協同組合所属船について、本地区での
操業隻回数よ隈の設定 年間の操業隻回数よ慢を108自とする。また、稚内機船、

① スケトウダラ
く強度資源管理〉 枝幸漁業協同組合所属船について、本地区での年聞の操 漁獲成綴報告書の竿し及び仕切書に
※ただし、すけとうだら日本海系群を 業隻日数よ限を96日とする。ただし、隻民数については、 基づく水揚報告
専ら利用する漁業者に限る。 1隻が1日のうちにスケトウダラを1t以よ漁獲した操業を

もって、 ζれを1隻日とする。

本地区での年聞の漁獲量上限を設定する。

② スケトウダラ 当該地区における漁獲量よ隈の設定
平成23年4月～平成24年3月 6, 413トン

TAC設定 仕切磐に基づく水揚報告平成24年4月～平成25年3月 6.413トン
平成25年4月～平成26年3月 6. 413トン

北海道オホーツク海地区及び北海道太平洋地区を加えた

北海道の3地区における総漁獲量上
3:1也区での年聞の漁獲量よ限を設定する。

③ スルメイカ 平成23年1月～12}3 9, 058トン TAC設定 仕切書に基づく水揚報告
限の設定

平成24年1月～12月 6, 865トン
平成25年1月～12}3 6. 664トン

また、上記の捲鐙のほか、下表に示した措震にも積極的に取り組み、資源の維持又lま増大に努めることとする。

対象魚種 自主的管理措置

スケトウダラ 一日当たりの総水揚霊が、一定量（800トンを目安）を超えた場合、翌操業日には、スケトウダラ目的の操業を自粛する。

小裂魚保護のため、体長30cm又は全長34cm未満のスケトウダラが総水湯量の20%以上j魚獲された場合に！；！：、漁場移動する。

スケトウダラ さらに、上記の漁場移動後、揚網においても体長30cm又は会長34cm朱満のスケトウダラが総水揚量の20%を超えた場合には、当該航海の残りの操業！ま、スケトウダラを目
的とする操業を自粛する。

イカナゴ 宗谷海峡海域におけるイカナゴを対象とした操業を6～9月に短縮し、7～9月に月1団連続3日聞の休漁日を設ける。

(2）参加者名簿

所属
参加者名

許認可内容 重点的に取り組む
備考

都道府県 漁協・支所名 許認可番号 船名 漁船登録番号 総トン数 措置

北海道 小樽市漁業協同組合 日東水産株式会社 北沖第2号 第八十五日東丸 HK1-1285 160 ①、②、③

北海道 小樽機船漁業協同級合 小樽機船漁業協同組合 未定丸 一 一 ①、②、③
247.I<管第1113

（第3開運丸） 号（認可）
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北海道 小樽機船漁業協同組合 小樽機紛漁業協同組合 朱定丸 一 ①、②、③
24.7！＜管第1113

（第七十八関連丸） 号（認可）

北海道 小樽機船漁業協同組合 大坂漁業側 北j中第6号 第五十七丸中丸 HKl-1382 160 ①、②、③

北海道 小樽機船漁業協同組合 小樽機船漁業協同組合 北j中第7号 第八十一様丸 HK1-1383 160 ①、②、③

北海道 小樽機船漁業協同組合 小樽機船漁業協同組合 北沖第12号 新世丸 HK1-2002 160 ①、＠、③

北海道 稚肉機船漁業協同組合 株式会社泉簿業部 北j中第17号 第百七十こ柴賀丸 HK1-905 160 ②、③

北海道 稚内機船漁業協同組合 米倉水産株式会社 北j中第20号 第七十一永仲丸 HK1-756 165 ②、＠

北海道 稚内機船漁業協同組合 集Jll水産株式会社 北j中第22号 第二十八大忠丸 HK1-1167 160 ②、③

北海道 稚内機船漁業協同組合 j皮間漁業株式会社 北i中第23号 第五やまさん丸 HK1-886 160 ②‘③ 

北海道 稚内機船漁業協同組合 自東水産株式会社 北3中第36号 第八十八日東丸 HKH258 160 ②、③

北海道 稚内機船漁業協同組合 大浦漁業株式会社 北沖第37号 第二十八大安丸 HK1-941 160 ②、③

北海道 稚内機紛漁業協同総合 カネタメ水産株式会社 北沖第51号 第三十一善良丸 HK1-1183 160 ③、③

北海道 枝幸潟業協同組合 （合名）枝室長水産商会 北i中第56号 第八龍資丸 HKH351 160 ②、③
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北海道沖合底びき網漁業におけるスケトウダラ日本海北部系群の漁獲量及び隻数の推移
（トン） 隻
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活〆タンク（カレイ） I （資料9）漁獲物の付加価値向上

（活水化冷海水使用、2区画）

.. 目 ＋

汚水化冷海水保冷槽（ホッケ）
(3区画）
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（取水口から吸よ）

海水

トー~主主君

，・h、、

活性化海水の使用

【従来船】

海水をそのまま使用

盗逢生茎

（汲み上げた海水） ｜処理場、魚倉｜

-－：.工 斗 ｜ 漁労器具 ｜ 

偽f
【改革船】

活性化海水製造装置

活水調律器

0 海水の活性処理効果のデジタル表示と記録

0 HACCPへの対応も可能なシステム導入

！ 処理した海水を使用し 和平作主主主役計一｜
。ι



上甲板

r mi~附水製造法1；：.~ ＇
(ffi水制作時）
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ディレカの構造
濃淡謀ふiヨ

：；：・＠，：；’ヴラ又電荷

。 電子〈マイナス電砲

に『アト，ムチップ

実験’

ディレカの内部で静電気を起こし、

プラス電荷を外へ逃がし、
電子のみ水に残します。
また、アトムチップから、遠赤外線や
育成光線など、様々な光を水に与えています。

鳥取

2 ディレカによるレジオネラ菌増殖抑制試験
レジオネラ属菌を、菌数2.Ox10 cfu/mLの菌原液200mLを

調製。（実験は菌原液100mLを20L水槽水に添加。水槽中の
初期菌数は1.Ox10 cfu/mしとなる）

識·－ 6~1· 細菌櫛潤仰制鼠験結袋
レ吉1:.>lベネJラ属箇量生《＇dul100mL)・

品時期経 I s玲wiilt.-l M 時制公

30() I 330 j 主－
1,700 I s.ss1 i 4.'7R 

ぽ J!IJ 下1苔蚕ー12官事伺後

デイレカ水 ｜ 加 I ::io 
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